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図l初期の瓶詰容器
(1809) 
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人
間
が
食
材
を
調
理
し
て
食
事
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
二

0
0
万
年
前
と
い
う
学
説
が

あ
る

(J

・
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン

「美
味
し
い
進

化
j

)

。
そ
の
た
め
人
類
は
様
々
な
道
具
を
発
明

し
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
も
料
理
に
使
用
し

た
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
以
来
、
よ
り
美
味

し
い
料
理
、
よ
り
手
間
の
か
か
ら
な
い
調
理
の

た
め
に
様
々
な
道
具
を
発
明
し
て
き
た
が
、
本

号
で
は
現
在
で
も
台
所
で
見
掛
け
る
道
具
の
発

祥
を
紹
介
し
た
い
。

軍
隊
の
任
務
遂
行
の
た
め
の
重
要
な
仕
事
は

前
線
に
物
資
を
輸
送
す
る
兵
姑
で
あ
る
。
弾
薬

以
外
に
食
料
も
輸
送
対
象
で
あ
る
が
、
腐
敗
ヘ

の
対
策
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
皇
帝
ナ
ポ

レ
オ
ン
は
一
八

0
四
年
に
食
品
保
存
方
法
の
懸

賞
を
実
施
し
、
採
用
さ
れ
た
の
が
革
命
運
動
へ

の
参
加
の
経
験
も
あ
っ
た
食
品
保
存
業
者
N
.

ア
ペ

ー
ル
が
発
明
し
た
「
瓶
詰
」
で
あ
る
。
し

か
し
瓶
詰
は
重
量
が
あ
る
し
、
輸
送
途
上
で
の

食
器
洗
浄
装
置

(
-
八
八
六
）
図
2

破
損
の
問
題
も
あ
り
不
便
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
一
八

一
0
年
に
イ
ギ

リ
ス
の

P
・
デ
ュ
ラ
ン
ト
が
発
明
し
た
ブ
リ
キ

容
器
を
使
用
す
る
「
缶
詰
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

軍
隊
や
冒
険
に
は
朗
報
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な

こ
と
に
開
缶
す
る
仕
組
み
が
付
加
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
切
断
す
る
か
破
壊
す
る
か
の
荒

業
が
必
要
で
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
道
具
が
開

発
さ
れ
た
が
、
現
在
の
缶
切
の
元
祖
に
な
っ
た

の
は
一
八
七

0
年
に
ア
メ
リ
カ
の
W
こ
フ
イ
マ

ン
が
開
発
し
た
回
転
刃
型
缶
切
で
あ
る
。

使
用
さ
れ
た
食
器
を
洗
浄
す
る
の
は
家
庭
で

も
面
倒
な
仕
事
で
あ
る
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

大
量
の
食
器
を
洗
浄
す
る
必
要
が
あ
り
、
大
変

な
作
業
で
あ
る
。
こ
れ
を
自
動
で
処
理
し
よ
う

と
し
た
の
は
家
庭
の
主
婦
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン
の

オ
ー
ナ
ー
で
も
な
く
、
召
使
が
食
器
を
破
損
す

る
の
を
見
兼
ね
た
裕
福
な
家
庭
の
主
人
で
あ
っ

た。

一
八
五

0
年
に
手
動
で
洗
浄
す
る
機
械
の

特
許
を
取
得
す
る
が
、
実
用
に
な
る
ほ
ど
の
装

置
で
は
な
か

っ
た
。

実
用
に
な
る
装
謹
を
開
発
し
た
の
は
J

・
コ

ク
ラ
ン
で
、
容
器
の
内
部
の
金
網
に
食
器
を
並

べ
、
高
圧
の
水
を
手
動
で
噴
射
し
て
洗
浄
す
る

仕
組
み
で
、
一
八
八
六
年
に
特
許
を
取
得
し
た
。
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温
水
や
冷
水
の
温
度
を
変
化
さ
せ
な
い
ま
ま

保
存
す
る
容
器
を
日
本
で
は
「
魔
法
ビ
ン
」
と

い
う
。
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
誕
生
し
た
J

・
デ

ュ
ワ
ー
は
液
体
の
温
度
を
一
定
に
し
て
低
温
現

象
を
研
究
す
る
た
め
、
一
八
九
二
年
に
ガ
ラ
ス

ビ
ン
の
内
側
に
一
回
り
小
型
の
ガ
ラ
ス
ビ
ン
を

挿
入
し
、
隙
間
の
空
気
を
吸
引
し
て
真
空
に
し

た
実
験
装
箇
を
開
発
し
た
。
こ
の
装
置
に
よ
り

水
素
の
液
化
や
液
体
水
素
の
大
呈
生
産
に
成
功

し
て
い
る
。

そ
の
ビ
ン
の
製
作
を
担
当
し
た
ガ
ラ
ス
職
人

R
・
ブ
ル
ガ
ー
は
料
理
や
飲
料
を
一
定
の
温
度

に
維
持
す
る
こ
と
に
役
立
つ
と
気
付
き
、
ド
イ

魔
法
ピ
ン

（
一
八
九
二
）
図

3

一
八
九
三
年
に
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
博

覧
会
に
展
示
し
た
と
こ
ろ
人
気
と
な
り
、
一
九

0
九
年
に
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
が

電
動
の
装
置
を
開
発
し
て
普
及
す
る
よ
う
に
な

り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
八
割
の
家
庭
に
普
及
し
て

い
る
と
さ
れ
る
。

図2食器洗浄装置の
広告 (1896)

（
一
九
〇
八
）
図

4

ツ
に
「
サ
ー
モ
ス
有
限
会
社
」
を
設
立
、

一
九

0
四
年
に
「
サ
ー
モ
ス
」
と
い
う
名
前
で
魔
法

ビ
ン
を
発
売
し
、

一
九

0
七
年
に
は
ア
メ
リ
カ

の
特
許
も
取
得
し
た
。
現
在

「サ
ー
モ
ス
」
は

魔
法
ビ
ン
の
一
般
名
詞
に
な
っ
て
い
る
。
デ
ュ

ワ
ー
自
身
は
特
許
を
取
得
し
な
か

っ
た
が
、
低

温
科
学
へ
貢
献
し
数
多
く
の
受
賞
を
し
て
い
る
。

ミ
キ
サ
ー

英
語
で
は
「
ブ
レ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
名
前
の

「
ミ
キ
サ
ー
」
は
ア
メ
リ
カ
の
モ
ー
タ
ー
製
造

会
社
に
勤
務
し
て
い
た

C
・
ビ
ー
チ
が
同
僚
の

L
.
H
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
設
立
し
た
ハ
ミ
ル
ト

ン
・
ビ
ー
チ
製
造
会
社
が
開
発
し
た
製
品
で
あ

る
。
ビ
ー
チ
は
毎
分
七
二

0
0回
転
す
る
交
直

両
用
モ
ー
タ
ー
を
開
発
し
、
一
九

0
八
年
に
網

理
に
使
用
す
る
素
材
を
摘
単
に
混
合
で
き
る
調

理
ミ
キ
サ
ー
を
開
発
、

一
九

―
一
年
に
は
飲
料

ミ
キ
サ
ー
も
発
売
し
た
。

日
本
で
は
戦
後
の
一
九
四
八
年
に
登
場
し
た

が
、
当
時
の
価
格
で
一
万
五

0
0
0円
（
現
在

図3魔法ビンの特許
図面 (l908) 

の
二
五
万
円
相
当
）
と
い
う
高
額
商
品
で
あ
っ

た
。
一
旦
、
市
場
に
登
場
す
る
と
改
良
は
日
本

企
業
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
回
転
速
度
が

選
択
で
き
る
製
品
、
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
や
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
が
製
造
で
き
る
製
品
、
卵
白
の
泡
立

て
が
で
き
る
製
品
な
ど
が
出
現
し
て
い
る
。
現

在
で
も
家
庭
電
化
製
品
と
し
て
人
気
で
あ
る
が
、

五

0
0
0
円
程
度
で
購
入
可
能
で
あ
る
。

（
一
九

一
0
)

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
地
球
で
第
三
の
大
量
に
存

在
す
る
元
素

（一

位
は
酸
素
、

二
位
は
珪
素
）

ふ
ぞ
ん

で
あ
り
、
金
属
だ
け
で
は
地
球
で
最
大
に
賦
存

す
る
元
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
化
合
し
た
状
態

で
し
か
存
在
し
な
い
た
め
単
離
や
分
離
が
困
難

で
、
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

一

八
八
六
年
に

C
.
M
・
ホ
ー
ル
と

P
.
L
.
T

・
エ
ル
ー
が
電
解
還
元
す
る
方
法
に
よ

っ
て
単

離
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
安
価
な
素
材
と
し
て

利
用
可
能
に
な

っ
た
。

一
九
〇
六
年
に
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
と
の
合

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

図4日本製ミキサー
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テ
ィ

ッ
シ
ュ

ペ
ー
バ
ー

金
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
が
ド
イ
ツ
で
開
発
さ
れ
航
空

機
用
な
ど
工
業
分
野
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
一
九
一

0
年
に
は
ス
イ
ス
で
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
の
薄
板
を
圧
延
し
て
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
製

造
す
る
技
術
が
開
発
さ
れ
、
一
九
一
三
年
か
ら

商
業
生
産
が
開
始
さ
れ
て
安
価
に
な
り
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
の
鮮
度
を
維
持
す
る
包
装
に
使

用
さ
れ
、

一
九
四

0
年
代
に
は
一
般
家
庭
で
気

軽
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（一

九
二
四
）

最
近
で
は
見
掛
け
な
い
が
、
か
つ
て
日
本
独

特
の
風
景
と
し
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
が
宣
伝
材
料
と
し
て
街
頭
で
無
料
配

布
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
来
は
第
一
次
世

界
大
戦
中
に
戦
場
で
の
手
術
用
脱
脂
綿
の
代
用

と
し
て
ア
メ
リ
カ
企
業
キ
ン
パ
リ
ー
・
ク
ラ
ー

ク
が
開
発
し
た
製
品
で
あ
る
。
戦
後
、
一
般
に

販
売
さ
れ
る
が
、
戦
場
で
女
性
兵
士
が
生
理
用

品
と
し
て
も
使
用
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
目
的

で
販
売
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。

日
本
に
登
場
し
た
の
は
戦
後
の
一
九
五

0
年

代
か
ら
で
あ
る
が
、
一
九
七

0
年
に
富
士
銀
行

（
現
在
の
み
ず
ほ
銀
行
）
が
口
座
開
設
の
粗
品

と
し
て
二

0
万
個
を
配
布
し
た
こ
と
が
、
日
本

で
の
浸
透
の
契
機
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
封
入
し
た
ウ
ェ
ッ
ト
テ

図5初期の電子レンジ
(1956) 

偶
然
の
発
明
や
発
見
を
意
味
す
る
セ
レ
ン
デ

ィ
ピ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
有
名
な
事

例
は
電
子
レ
ン
ジ
の
発
明
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

東
部
に
あ
る
軍
事
企
業
レ
イ
セ
オ
ン
は
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
レ
ー
ダ
ー
の
開
発
を
し
て
い
た

が
、
そ
の
部
品
で
あ
る
強
力
な
電
波
発
生
装
置

の
開
発
に
従
事
し
て
い
た

P
．
ス
ベ
ン
サ
ー
が

装
置
の
付
近
で
休
憩
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
上
猶

の
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ

っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
ド
ロ

ド
ロ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

さ
ら
に
実
験
を
す
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

種
子
が
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に
な
る
な
ど
調
理
に
利

用
可
能
と
判
明
し
、
「
レ
ー
ダ
ー
レ
ン
ジ
」
と

い
う
名
前
で
販
売
し
た
が
普
及
し
な
か

っ
た
。

電
子
レ
ン
ジ

(-
九
四
五
）
図

5

ィ
ッ
シ
ュ
、
便
所
で
使
用
す
る
た
め
の
ト
イ
レ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
幼
児
の
オ
ム
ツ
交
換
の
た

め
使
用
す
る
殺
菌
作
用
の
あ
る
製
品
な
ど
、
独

自
の
発
展
を
し
た
商
品
も
登
場
し
て
い
る
。

図6タッパーウェアパーティ
(1950年代）

日
本
で
は
国
産
製
品
が
一
九
六
二
年
に
発
売
さ

れ
た
が
大
学
卒
初
任
給
の
三

0
倍
も
す
る
値
段

の
た
め
、
や
は
り
普
及
し
な
か
っ
た
。
し
か
し

一
九
六
四
年
に
開
通
し
た
東
海
道
新
幹
線
の
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
車
両
で
使
用
さ
れ
て
話
題
に
な
り
、

多
数
の
家
庭
の
台
所
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
化
学
会
社
デ
ュ
ポ
ン
に
勤
務
し

て
い
た
技
師

E
.
S
・
タ

ッ
バ
ー
は
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
独
立
し
て
ガ
ス
マ
ス
ク
を
生
産
す

る
会
社
を
創
設
し
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
原
油

精
製
過
程
で
発
生
す
る
廃
物
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

ス
ラ
グ
か
ら
弾
力
の
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材

を
生
産
す
る
方
法
を
開
発
し
、
そ
れ
を
素
材
と

し
て
「
タ
ッ
バ
ー
ウ
ェ
ア
」
と
名
付
け
た
密
閉

容
器
を
生
産
し
た
が
、
な
か
な
か
社
会
に
浸
透

し
な
か

っ
た。

そ
の
時
期
に
ス
タ
ン
リ
ー
・

ホ
ー
ム

・
プ
ロ

タ
ッ
パ
ー
ウ
ェ
ア

（
一
九
四
六
）
図

6
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＇
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ヽ図7様々なテトラパック

テ
ト
ラ
バ
ッ
ク

ダ
ク
ツ
で
販
売
を
担
当
し
て
い
た

B
.
M
．ヮ

イ
ズ
が
経
営
に
参
加
し
、
彼
女
が
担
当
し
て
い

た
家
庭
で
近
隣
の
人
々
が
参
加
す
る
パ

ー
テ
ィ

を
開
催
し
て
販
売
す
る
形
式
を
タ
ッ
バ
ー
ウ
ェ

ア
に
導
入
し
、
売
上
が
急
増
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
「
タ
ッ
パ

ー
ウ
ェ
ア
」
と
い
う
名
称
は
商

品
登
録
さ
れ
て
い
た
が
、
類
似
商
品
が
氾
濫
す

る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
経
営
状
況
が
悪
化
し

て
昨
年
九
月
に
破
産
申
請
し
た
。

(
＿
九
五
二
）
図
7

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

R
・
ラ
ウ
ジ
ン
グ
と
E
.

ワ
レ
ン
ベ
リ
は
家
庭
に
ミ
ル
ク
を
配
達
す
る
容

器
を
木
材
王
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
特
徴
を
発
揮

す
る
紙
製
容
器
に
す
る
検
討
を
開
始
し
た
。

一

九
四
四
年
に
ワ
レ
ン
ベ
リ
が
紙
製
の
正
四
面
体

の
容
器
を
発
明
し
て
特
許
を
取
得
、
二
年
後
に

は
容
器
に
ミ
ル
ク
を
充
填
す
る
機
械
を
導
入
し
、

一
九
五
二
年
に
地
方
都
市
で
一

0
0
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
の
紙
製
容
器
「
テ
ト
ラ
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
で

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル

ミ
ル
ク
を
配
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
五
九
年
に
は
縦
長
の
直
方
体
で
上
面
が

三
角
屋
根
に
な

っ
た
よ
う
な

「テ
ト
ラ
ブ
リ
ッ

ク
」
を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
二
年
後
に
は
容
器

の
高
温
殺
菌
技
術
を
導
入
し
て
ミ
ル
ク
や
ジ
ュ

ー
ス
を
無
菌
充
填
で
き
る
技
術
を
開
発
し
、
冷

蔵
し
な
く
て
も
常
温
で
保
存
で
き
る
よ
う
に
改

良
し
、
世
界
に
浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

九
八
一
年
に
は
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
本
社

を
移
転
し
て
世
界
に
進
出
を
開
始
し
、
現
在
は

＿
六

0
カ
国
以
上
で
製
品
を
提
供
し
て
い
る
。

（
一
九
七
三
）

現
在
、
世
界
で
消
費
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
年
間
六
三

0
0億
本
と
推
定
さ
れ
る
が
実
感

が
な
い
。
し
か
し
毎
秒
二
万
本
と
か
、
年
問

一

人
に
つ
き
八

0
本
と
換
算
す
る
と
異
常
な
数
字

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ペ
ッ
ト

(P
E

T
)
は
素
材
の
ポ
リ
・
エ
チ
レ
ン

・
テ
レ
フ
タ

レ
ー
ト
の
略
称
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
化
学
会

社
テ
ュ
ポ
ン
の
N
・
ワ
イ
エ
ス
が
開
発
し
て
一

九
七
三
年
に
特
許
を
取
得
、
翌
年
か
ら
ペ
プ
シ

コ
ー
ラ
の
容
器
に
採
用
さ
れ
た
。

ワ
イ
エ
ス
は
ナ
イ
ロ
ン
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

な
ど
何
種
か
の
化
学
樹
脂
で
実
験
し
、
伸
縮
性
、

弾
力
性
、
透
明
性
で
優
秀
で
あ
る
だ
け
で
は
な

く
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
一

0
0
％
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら

P
E
T
を
採
用
し
た
。
そ
れ
で
も
不
法

に
投
棄
さ
れ
、
世
界
の
海
洋
に
流
出
す
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
七
％
程
度
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
あ
り
、
魚
類
、
海
鳥
、
海
洋
哺
乳
動
物
が
誤

飲
す
る
な
ど
の
海
洋
環
境
問
題
の
原
因
と
な

っ

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
人
間
に
つ
い
て
は
「
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス

（叡
智
あ
る
人
）
」

C

・
リ
ン
ネ
／

「ホ

モ

・
ル
ー
デ
ン
ス

（遊
戯
す
る
人
）
」

J

・
ホ

イ
ジ
ン
ガ
／
「
ホ
モ

・
レ
リ
ギ
オ
ー
ス

ス

（信

仰
す
る
人
）
」

M
・
エ
リ
ア
ー
デ
／

「
ホ
モ

・

ェ
コ
ノ
ミ
ク
ス

（
経
済
活
動
す
る
人
）」

A

．

ス
ミ
ス
な
ど
の
名
称
が
付
与
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
紹
介
し
た
人
間
は

H
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
提

唱
し
た
「
ホ
モ
・
フ

ァ
ー
ベ
ル

（
工
作
す
る

人
）
」
が
該
当
す
る
。

こ
れ
ら
の
名
前
は
人
問
以
外
の
生
物
に
は
な

い
人
問
の
特
徴
を
表
現
し
て
い
る
が
、
ホ
モ

・

フ
ァ

ー
ベ
ル
は
人
間
の
生
活
水
準
の
向
上
に
貢

献
す
る
一
方
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
た
め
鉱
物
資

源
が
消
費
さ
れ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
た

め
森
林
が
伐
採
さ
れ
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
た
め

石
油
資
源
が
消
費
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
も
発
生

さ
せ
て
い
る
。
人
間
の
努
力
が
環
境
問
頴
の
原

因
に
な
り

つ
つ
あ
る
現
在
、
便
利
な
技
術
を
冷

静
に
理
解
す
る
視
点
も
重
要
で
あ
る
。
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